
愛知県農業共済組合

●通常総代会を開催
●事業報告、事業計画
●職員募集案内
　～平成28年4月1日採用～

2015
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◎主な内容
建物共済・農機具損害共済
園芸施設共済・農作物共済

家畜共済
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平成２６年度事業報告書、財産目録、貸借対
照表、損益計算書及び剰余金処分案の承認
について

水稲共済及び果樹共済の無事戻金並び
に集落営農奨励金の支払額について

損害評価会委員の補欠選任について

家畜診療所運営委員の補欠選任について

共済規程の一部改正（案）について

平成２８年産農作物（麦）共済危険段階基準
共済掛金率等の設定について

第1号議案

第2号議案

附帯決議

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

平成27年6月17日／愛知県農業共済会館

第
２
回
通
常
総
代
会
を
6
月
17
日

（
水
）、愛
知
県
農
業
共
済
会
館
で
開

催
し
、大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
、本
郷

秀
毅
農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
次
長

に
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
豊
田
市
の
松
井
惇
さ
ん
が

選
任
さ
れ
、全
議
案
が
可
決
、承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第2回
通常総代会を開催

提出された
議案

大村秀章 愛知県知事

本郷秀毅 農林水産省東海農政局次長

議長：松井惇 総代

白井良始 組合長理事
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引受面積

共済金額

引受面積

共済金額

引受頭数

共済金額

引受面積

共済金額

引受面積

共済金額

引受棟数

共済金額

引受台数
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・・・・・2,278,167,4a

・・・139億9,573万円

・・・・・・561,936,6a

・・・・23億1,235万円

・・・・・・・・・・64,942頭

・・・・・98億9,335万円

・・・・・・・・・・7044,1a

・・・・・・2億2,504万円

・・・・・・362,156,4a

・・・・12億8,588万円

・・・・・・・・・・14,274棟

・・・・506億2,693万円

・・・・・・・・・・53,129棟

・・6,088億9,553万円
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引受台数
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・・・・・・・2,260,900a

・・・・138億4,756万円

・・・・・・・・549,900a

・・・20億5,536万円

・・・・・・・・・・68,870頭

・・・・101億6,000万円

・・・・・・・・・・・7,500a

・・・・・2億1,820万円

・・・・・・・・364,000a

・・・12億9,254万円

・・・・・・・・・・14,109棟

・・・887億6,529万円

・・・・・・・・・・55,031棟

・・6,305億3,212万円

平成２6年度 事業報告

平成２7年度 事業計画

引受状況　総額6,901億6,860万円の補償額

支払状況　総額 10億2,975万円の支払

引受計画　総額 7,496億7,103万円の補償額

水稲共済 麦共済 平成27年産 家畜共済

果樹共済 平成27年産（ぶどう・なし・かき） 畑作物共済（大豆） 園芸施設共済

建物共済 農機具損害共済

水稲共済 麦共済 平成28年産 家畜共済

果樹共済 平成28年産（うんしゅうみかん・ぶどう・なし・かき） 畑作物共済（大豆） 園芸施設共済

水稲共済

10,681人以内
果樹共済
83人以内

平成27年度支払予定  無事戻金

建物共済 農機具損害共済

17,179,975円

55,850,172円

453,156,858円

1,679,267円

66,831,020円

87,369,569円

509,867,675円

14,466,802円

1,206,401,338円

11,336,882円

3,099,276円

829,044,771円

2,322,800円

7,127,624円

65,871,549円

89,702,837円

21,247,476円

1,029,753,215円

農家負担掛金
（納めていただいた掛金）

共済金
（お支払した金額）

共済事業

水稲

麦 平成26年産

家畜

果樹 平成26年産（ぶどう・なし・かき）

畑作物 平成26年産（大豆）

園芸施設

建物

農機具損害

合計
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事業計画は平成27年3月19日開催の第3回臨時総代会で承認されています。

支払額

6,684,103円以内
支払額
849,136円以内



NOSAIの建物共済・農機具損害共済

農家の皆様の大切な財産を守るために！手ごろな掛金でタイムリーな補償

1年補償の共済なので、毎年補償の見直しができ無駄なく安心です。
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以下のいずれかの共済に加入している。

農作物共済・家畜共済・果樹共済・
畑作物共済・園芸施設共済

Ａの共済に加入していないが、農業を営んでいる。

例）水稲、麦、大豆、露地野菜、牛、豚、鶏、
　　園芸施設での果樹・野菜・花卉などの栽培

B.A.

ご存知ですか？ＮＯＳＡＩの共済制度

建物共済・農機具損害共済には、加入資格があります。以下の加入資格を満たさなければ、ご加入できません。
愛知県内にお住まいで下記のＡまたはＢに該当すればご加入いただけます。※加入資格の詳細は組合までお問い合わせください。

加入資格

建物共済

①火災共済
こんなとき、共済金をお支払いします。

1年間の掛金は、木造の住宅なら1,000万円の補償で6,800円です。耐火造の住宅なら4,400円です。

②総合共済
火災共済の共済事故にプラスして、自然災害・地震などを補償します。

1年間の掛金は、木造の住宅なら1,000万円の補償で20,000円。耐火造の住宅なら18,100円。
住宅以外にも、納屋や倉庫などもご加入できます。ご興味のある方は、お気軽に組合までお問い合わせください。

農家の皆様の建物、家具類、農機具（加入建物に格納中の対象事故を補償）が共済対象です。

ＮＯＳＡＩの建物共済には2つの共済があります。
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園芸施設共済
補償が充実！撤去費用・復旧費用

○平成２７年２月に園芸施設共済の制度が改正されました。

○園芸施設本体と附帯施設に係る時価現有率が２０％から５０％に引き上げられ、撤去費用の加入条件が拡大され、

　復旧費用の補償が新設されました。

○制度改正により補償内容の選択が充実しました。

継続手続きの際には担当者よりご説明いたしますので、制度内容をご理解いただき、加入方法を選択してください。

特定園芸施設撤去費用額…損壊した施設の撤去に要する費用
園芸施設復旧費用額…損壊した施設本体及び附帯施設の復旧に要する費用の一部 ※詳しくは組合にお問い合わせください。

○刈取り後の被害申告は損害評価ができません。必ず

　刈取り前、早めの申告にご協

　力をお願いします。

○申告された耕地について坪刈

　を行うこともありますので、ご

　了承下さい。

NOSAIでは収穫時期に合わせて水稲

の損害評価を行います。自然災害（風水

害等気象上の原因による災害）、病虫

害、鳥獣害等で３割を超える被害（一筆

方式７割補償の場合）が見込まれる際

は、必ず被害の申告をお願いします。

水稲共済の
被害申告は
忘れずに！

農機具損害共済
トラクター、コンバイン、田植機などの農業用機械が加入できます。

こんなとき、共済金がお支払いできます。

新品の農機具であれば、掛金は、1万円当たり５０円です。中古農機具でも、付保割合条件付実損てん補特約を付帯すればご加入で

きます。地震が心配な場合でも、地震等担保特約へご加入いただければ補償可能です。地震等担保特約にご加入の場合は、掛金が

1万円あたり１０円加算されます。詳細は、組合までお問い合わせください。

～現在、農機具損害共済にご加入いただいている農家の皆様へ～
平成28年4月より農機具の耐用年数を、7年に統一する予定です。ご理解・ご協力をお願いいたします。

種       類 機       種
変 更 前 変 更 後

耕うん整地用機具
乗用トラクター

管理機、トラクター等の付属装置(ロータリー、プラウ、ハロー)など

栽培管理用機具 田植機、移植機、除草機、防除機、トラクター等の付属装置（施肥機、播種機）など

自脱式コンバイン、野菜等収穫機・掘取機、トラクター等の付属装置など

普通コンバイン
収穫調整用機具

畜産用機具

肥料・堆肥等散布機(ブロードキャスター、マニュアスプレッダ)、
刈取機(フォーレジハーベスタ、ディスクモア)、ラッピングマシン、
積込・運搬機(ローダ・トレーラ)、トラクター等の付属装置など

上記のうち自走式の機具

７年

１０年

７年

７年

１０年

７年

７年

１０年

耐 用 年 数

農作物共済



平成２７年度 家畜共済の制度改正
乳牛・肉牛 牛白血病に対する取り扱いを見直しました！
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これまでは、農場で牛白血病と診断された場合のみ共済金支払対象としていました。そのため、と畜場で牛白血病と診断されて全廃

棄となった場合にはお支払いができませんでした。しかし、牛白血病は出荷時には異常がみられず、と畜場で初めて同病と診断され

る場合が３分の２を占めること等を考慮し、平成２７年５月１日以降に出荷し、と畜場において牛白血病と診断されて全廃棄となっ

た場合も共済金支払対象となりました。（※下記の免責事項があります）なお、牛白血病の事故につきましては、事故除外を選択されている

方、死廃共済金の支払限度に達している方もお支払いの対象になります。

転出の異動報告が無く、通常出荷した牛がと畜場で牛白血病と発覚した場合は共済金の全額が免責となります

と畜場から牛白血病による全廃棄の通知文書を受け取った後、３日以内に農業共済組合に事故発生通知が無かっ
た場合は共済金の１割が免責となります

牛白血病の感染拡大防止措置４点のうち１つでも実施していない場合は共済金の４割が免責となります

同一の注射針を複数の牛に使用しない

直腸検査及び人工授精時に使用する手袋を１頭ごとに交換する

妊娠鑑定時に使用するエコープローブをカバーで被覆して１頭ごとにカバーを交換する

使用後の除角器具、去勢器具、削蹄器具、耳標・鼻環の装着器等は１頭ごとに洗浄、消毒する（洗浄と消毒は別容器とする）

豚の死亡事故発生時は、農業共済組合の職員がその都度農場へ立ち入り、事故確認を行っています。この仕組みは伝染病の侵入へ

の危機感があり、加入を悩まれる組合員の方もいらっしゃると思われます。

しかし、平成２７年６月１７日以降の事故より、携帯電話、デジタルカメラ等で撮影した画像データを、農業共済組合へ電子メールで

送ることで、立ち入りの事故確認を省略することができるようになりました。

種豚・肉豚 画像による事故確認が認められます！

対象事故：種豚及び農家単位方式で加入した肉豚の死亡事故

※事故確認のイメージ

○画像確認の対象となる事故は、通常時における死亡事故のみであり、種豚の廃用事故、火災、伝染性の疾病、風水害による死亡事故は

　組合の立ち入り確認が必要です

○送信された画像に不備がある場合は画像による確認が適用されない場合があります

ご加入者様

撮  影

送  信

共済金

農業共済組合

1 .

2.

3.

4.

重要 免責事項

牛白血病の感染拡大防止措置

※ご 注 意

1

2

3

次の事項にあてはまる場合には、支払共済金に免責がかかります

事故確認



掛金の口座振替の
お知らせ

農林水産省の指導により、現金の取り扱いを無くす取り組みをしています。

口座振替の申込みには、農業共済専用の「口座振替依頼書」の提出が

必要です。簡単な手続きで、口座登録ができます。詳しくは、お近くの

支所及び出張所へお問い合わせください。現金扱いの場合は、後日、

引受確認をさせていただきますので、ご協力をお願い致します。

農政ニュースのほか、農業情勢の解説、最新農業技術、農産物流通、

農村生活（暮らし）、娯楽、後継者、青年を対象にしたページなど豊富な内容。

農業共済新聞
営農と暮らしのヒントを毎週お届け

〒460-0002  名古屋市中区丸の内2丁目１番11号

〒491-0833  一宮市平島３丁目６番16号

〒486-8686  春日井市鳥居松町５丁目44番地（春日井市役所内） 

〒498-0007  弥富市鎌倉町95（海部土地改良区会館２階）

〒475-0946  半田市横山町200番地（知多南部総合卸売市場内）

〒446-0023  安城市上条町経根19-１

〒441-3421  田原市田原町巴江9-4

〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165

〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165

〒444-0816  岡崎市羽根町字大池91-１

TEL（052）204-2411  FAX（052）204-0539

TEL（0586）81-1111  FAX（0586）81-1257

TEL（0568）37-0505  FAX（0568）86-3920

TEL（0567）66-1711  FAX（0567）65-1201

TEL（0569）20-7811  FAX（0569）20-7805

TEL（0566）77-3220  FAX（0566）77-3223

TEL（0531）24-1789  FAX（0531）22-7500

TEL（0533）84-7300  FAX（0533）84-7301

TEL（0533）84-6544  FAX（0533）84-6548

TEL（0564）53-8811  FAX（0564）53-8812

本所

尾張支所

春日井出張所

海部津島支所

半田支所

西三河支所

東三河支所

豊川出張所

東部家畜診療所

西部家畜診療所

連絡先
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新たな食料
農業・農村
基本計画

【発行日】 毎週水曜日（月４回）

【購読料金】

年極め購読料 年額４，６８０円
（料金前納：購読料にはお手元に配送する郵送料が含まれています）

【申込み】
購読を希望される方は、氏名、郵便番号、住所、電話番号

を記入のうえ

E-mail:info@nosai-aichi.or.jp
又はＦＡＸ（０５２）２０４-０５３９でお申し込みください。
なお、この申込みで取得した個人情報は農業共済新聞を送付する際の購読管理とし

て利用すること以外その他の目的に利用することはありません。

さらに詳しくはこちらから

全国農業共済協会 農業共済新聞 ホームページ 

http://www.nosai.or.jp/shinbun.php

定期購読のご案内

食料・農業・農村基本法（平成11年法律第106号）に基づき、農政の中長期のビジョンとなる、

新たな「食料・農業・農村基本計画」が3月31日に閣議決定されました。

詳しくはこちらから

農林水産省 http://www.maff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/



発行：愛知県農業共済組合　〒460-0002 名古屋市中区丸の内2丁目１番11号

TEL（052）204-2411 FAX（052）204-0539

http://www.nosai-aichi.jp

【安心できる共済制度へ】

　「時期によって需要にばらつきがあり、合わせるのに苦労しますが、自分が種から

育てたモンステラが店頭に並んでいるのを見ると嬉しくなりますね」と伊藤さん

は話す。伊藤さんは、鉢物の栽培を始めて４０年。現在はガラス温室で、モンステラを

約５０㌃栽培している。最近は鉢物専門店以外でも販売されることが多く、販売経

路が変わってきたという。今年から導入された園芸施設共済の新制度について尋

ねると、「ようやく変化があったな、と思いました。補償が手厚くなることを望んで

いたので、今回の改正は嬉しいです」と話してくれた。また、伊藤さんはまだまだ課

題があるのでは、という。「被害にあったときに、ＮＯＳＡＩに入っているから大丈夫、

と思うことができるような制度となるように、今後も改正があることを期待して

います」と共済制度への期待を語ってくれた。

表紙の写真紹介

伊藤 幸伸さん（田原市）（61歳）

Q1
表紙写真の
伊藤さんは、鉢物の
栽培を始めて何年？

Q2
平成26年度事業報告
農機具損害共済
引受台数は何台？

記入例を参考にご応募ください。応募いただいた個人　
情報は、当選者の抽選以外には使用いたしません。

平成27年8月31日（月）当日消印有効
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて頂きます。

応募方法
　

締 切
　

52円
切手

1. 答え：□□□□□

2. 住所

　〒000-0000

　□□県□□市□□区

　□□0-0-0

3. 氏名：愛知 県子

4. 年齢 ：35歳

5. TEL ：000-0000-0000

6. ご意見・ご感想

　 □□□□□□□□□

おもて う ら
記入例

名古屋市中区

丸の内２-1-11

NOSAI あいちクイズ係

4 6 0 0 0 0 2

▼

3名様に
当たるよ！ クイズに答えて
図書カード1000円分をもらおう！！

※詳しくは下記、ＮＯＳＡＩ愛知のホームページをご覧ください。

職員募集案内
～平成28年4月1日採用～

農業共済事業にかかる事務、

引受・損害評価等

6名程度

平成27年6月5日～平成27年8月20日

4年制大学を平成28年3月末までに

卒業見込みの方
※総合職は、学部・学科は問いません

①総合職
【職務内容】

【募集人員】

【募集期間】

【採用条件】

主に獣医師としての診療業務

1名程度

平成27年6月5日～平成27年8月20日

6年制大学を卒業又は

平成28年3月末までに卒業見込みの方、

獣医師免許取得又は取得見込みの方、

年齢30歳未満の方

【職務内容】

【募集人員】

【募集期間】

【採用条件】

②獣医師採用職員

前回の答え Ｑ１：９才   Ｑ２：３３２５．８ａ




